
みんな集まれ！しまねの社会教育キックオフ講座（浜田会場）
～「集って、楽しんで、学んで、動いて、変えていく」丁寧なプロセス

日時 令和７年７月７日（火） いわみーる
401研修室

受講者数 40名

ねらい
・「しまねの社会教育で大切にしたいこと」について理解する。
・参加者同士が交流し、互いの実践や思いについて意見交換すること
を通して、今後の取組のヒントを得て、実践への意欲を高める。

研修プログラム

研修の様子

参加者の感想
（アンケート一から)

・社会教育について初めての講座でしたが、地域を見つめなおしたり、自分
にできることは何か？を考えることにより、すごく身近に考えることがで
きました。

・午後にワークでは、最後にしまねの社会教育の視点を意識することで、ア
イデア出しにとどまることなく学びにつながりました。

・ワークの中で新しいアイデアや意見に「いいね」を伝える雰囲気と会話を
広げる大切さを学びました。

研修の様子【概要】

研修（講座）名

場所

受
付

開
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行
事

【講義】
社会教育の概要と
しまねの社会教育

【実践発表等】
社会教育

実践から学ぶ
（実践発表/ふりかえり）

昼
食
休
憩

【演習】
自分にできることを
社会教育の視点で

考えよう！

閉
講
行
事

9:15 9:00 9:45                                   11:00 12:00 13:00 15:20 15:00

【講義】「社会教育の概要としまねの社会教育」

浜田教育事務所 社会教育スタッフ企画幹 竹田 進吾

【実践発表】社会教育実践から学ぶ
「多世代交流 みらい交差点」 別府公民館 主事 三宅 優羽さん

■社会教育の基礎知識
■しまねの社会教育
■社会教育を進める人・支える人
■社会教育を進めるみなさんへ

【演習】「自分にできることを社会教育の視点で考えよう！」

地域の現状
（現在）

理想の地域像
（10年後）

①住んでいる地域の現状【よさ・課題】
を付箋に書き出し紹介し合う

②地域が10年後どうなっているとよい
か付箋に書き出し、10年後の理想の
地域像を紹介し合う

③「理想の地域像」を実現するために
何が必要かアイデアを出し模造紙に
書き込む
※しまねの社会教育の視点で実現で
きそうなものを考え｢〇｣をつける

多世代が遊びや学びを通して交流し「つ
ながり」を育む場「みらい交差点」。三
宅さんが地域の方々と「とにかくわくわ
くすること」を大切に歩んできた、子ど
もと高齢者が自然に繋がり、想いが循環
する地域づくりの姿を発表されました。
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